
  

●鳥居龍蔵記念
　徳島歴史文化フォーラム
徳島が生んだ世界
的な人類学者「鳥
居龍蔵」を記念する
フォーラムです。地
域の歴史や文化に
関する中・高校生の
自主研究の成果発表を行います。
【とき】2月17日9：30～16：30
【ところ】イベントホール
【問】県立鳥居龍蔵記念博物館
☎088-668-2544 FAX088-668-7197

●レシピ提供／もうかるブランド推進課

レタスの
ちらし寿司

① 鍋に酢、砂糖、塩をひと煮立ちさせ、レモン汁を入れ冷
まし、ご飯にかけてよく混ぜる。

② レタスは洗って水気を切り、繊維に沿って千切りにする。
ハムも細長く切っておく。

③ ①にハム、錦糸卵、鮭フレーク、コーンを入れて混ぜ、レ
タスを入れて合わせ、トッピングをのせる。

［合わせ酢］●酢150cc ●砂糖70g ●塩 小さじ2 ●レモン汁 少量
［具材］●レタス半玉 ●ハム、錦糸卵、鮭フレーク、コーン 各適量
※トッピングはミニトマト、いくら、のりなどお好みで

作り方

材　料
（５合分）

おでかけだより
●ぷち★アソビvol.7

子どもも大人も一緒に楽しめるマチ★アソビの
番外編です。毎年好評の人気声優や芸人によ
るステージイベント、街中を巡るスタンプラリーや
来場者参加型のゲームなどを開催。今年は人
気ゲームとのコラボ企画や、小さいお子様向け
遊具ふわふわエアドームの設置など、家族みん
なで楽しめる多彩なイベントが盛りだくさんです。
【とき】2月23日、24日
【ところ】徳島市東新町商店街
【問】にぎわいづくり課
☎088-621-2309 FAX088-621-2837

●あすたむらんど徳島
●GoGo! くっつき隊『あそびのワンダーランド

「あんなこんなパズル」』
自分のオリジナルパズルを作りましょう。幼児のお
子様が対象です。
【とき】2月17日11：00～14：00
●第2回あすたむロケットフェスティバル
いろいろなロケット工作が大集合！ モデルロケット

やペットボトルロケッ
トの打ち上げ体験も
あります。
【とき】3月2日、3日
10：00～16：00
【問】あすたむらんど徳島 
☎088-672-7111
FAX088-672-7113 詳しくは

ペットボトルロケット
打ち上げ体験   3/3（日）	14：00～   FC岐阜

  鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

2019シーズン ホーム開幕戦

詳しくは

●文化の森  能楽へのご招待
　−安達原（あだちがはら）−
約650年の歴史を持つ日本
の伝統芸能「能」を、すだち
くん森のシアターで初上演！
伝説をもとにした、人気の能
「安達原」のほか、仕舞に
より「通

みちもり

盛」「羽
はごろも

衣」を上演し
ます。
【とき】3月16日18：00～
【ところ】すだちくん森のシアター
【問】県立二十一世紀館 
☎088-668-1111 FAX088-668-7196 詳しくは

●文学書道館  書道特別展
　巨匠の書−きらめく独創
東京国立博物
館や日本芸術
院などが所蔵
する、昭和から
平成時代に制
作された巨匠
の代表作68点
を展示します。
【とき】2月15日～3月30日
【問】県立文学書道館
☎088-625-7485 FAX088-625-7540

中学生の成果発表

詳しくは詳しくは

　私の住む大麻町には、大谷焼という工芸品があります。
大谷焼は、２３０年以上の歴史があり、地元の小学生も体験
活動をしています。藍

あいがめ

甕のような大物陶器は「寝ろくろ」と呼
ばれる手法で作られ、それを焼く登り窯の大きさは日本一と
いわれています。
　大谷焼は、江戸時代後期の安

あんえい

永９（１７８０）年に、四国
八十八箇所霊場の巡礼に来た豊

ぶ ん ご

後の国（現在の大分県）
の焼き物職人であった文

ぶ ん え も ん

右衛門が、大谷村山田の里で初
めてろくろ細工を披露した
際に、時の庄屋森

もりこれすけ

是助が素
焼き釜を築いて、蟹

か に が た に

々谷の
赤土で作った雑器類を焼か
せたことが始まりといわれて
います。
　平成１５（２００３）年には、
経済産業省から国の伝統
的工芸品に指定され、近年
では、湯飲みや茶碗などの
日用雑器から芸術作品まで
幅広く作られています。
　大谷焼は、私たちの身近
にあり、見ていると心が落ち着く陶器です。私も作ったことが
あり、難しいところもありましたが、とても楽しかったです。皆さ
んもぜひ大谷焼を体験しに来てください。

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する
「あわっ子文化大使」のリポートです。

●あわっ子文化大使リポーター
鳴門市大麻中学校  吉

よしもと
本 陽

はるか
香

大麻町の大谷焼

ふるさと発見！

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
教育文化課  ☎088-621-3054  FAX088-621-3056

大谷焼

寝ろくろ

【内容】アレルギー疾患の中でも代表的な「花粉
症」「食物アレルギー」「気管支ぜん息」の最新
の知見についての県民公開講座
【問】県健康増進課 ☎621-2223 FAX621-2841

●①ICT（愛して）とくしまフォーラム
　②とくしまICTバザールVol.4  
【とき】①2月15日13：30～②2月15・16日9：30～
【ところ】アスティとくしま
【内容】①ICT（愛して）とくしま大賞表彰式、講演会
②AI、IoT、RPA、VR、ドローンなど最新のICT技
術に触れ合えるブース出展や各種セミナー
【問】県地域振興課 ☎621-2117 FAX621-2829

●合同公売会（徳島県＆徳島市） 
県と徳島市は合同で、差押財産の合同公売会
を開催します。合同公売会では家具やテレビな
ど、全部で約100点の出品を予定しています。
【とき】2月24日13：00開場
【ところ】徳島市役所13階大会議室
【問】県東部県税局徳島庁舎
☎626-8820 FAX626-8730

※市外局番（088）を省略しています。

●徳島県知事選挙・徳島県議会議員
　一般選挙立候補予定者等説明会 
立候補予定者や政党などの関係者は、必ず出
席してください。
【とき・ところ】
 ◆徳島県知事選挙
 2月18日14：00～・県庁11階講堂
 ◆徳島県議会議員一般選挙
 2月22日14：00～・県庁11階講堂
【問】県選挙管理委員会
☎621-2082 FAX621-2829

●食品安全シンポジウム 
【とき】2月28日13：30～16：30
【ところ】徳島グランヴィリオホテル
【内容】全国からの先駆的事例報告、徳島県モ
デルプロジェクト報告など
【問】県安全衛生課 ☎621-2110 FAX621-2848 

●徳島アレルギーフォーラム2019 
【とき】2月24日14：00～
【ところ】とくぎんトモニプラザ

とを想像してみましょう。家族や地域において必要
なものを話し合い、備蓄に取り組みましょう。
また、緊急に避難する場合に備え、必要最小限の
「非常持ち出し品」を事前に用意しておきましょう。 

●「バレンタインジャンボ宝くじ」
　2月22日まで発売中！ 
1等・前後賞合わせて3億円!宝くじは、ぜひ県内
の売場でお買い求めください。宝くじ公式サイトか
らインターネットでもお買い求めいただけます。
【問】県財政課 ☎621-2050 FAX621-2827 

●申告と納税は期限内に！ 
所得税及び復興特別所得税・贈与税・事業税・住
民税の申告期限は3月15日、個人事業者の消費
税及び地方消費税の申告期限は4月1日です。
2月18日～3月15日の平日と2月24日と3月3日の
日曜日にアスティとくしまに確定申告会場を開設
します。受付時間は9：00～16：00です。混雑時
は早めに締め切る場合があります。
申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書
類の提示または写しの添付が必要です。
【問】最寄りの税務署

●県立中央テクノスクール訓練生 
【訓練科】①介護福祉士科22②介護福祉士科
23③医療事務・ドクターズクラーク科2④情報ビ
ジネス科2⑤ペットビジネス科2
【訓練期間】4月から2年間
【ところ】①健祥会学園②四国大学③穴吹福
祉医療カレッジ④穴吹情報公務員カレッジ⑤ブ
レーメン愛犬クリエイティブ専門学校
【申込期限】①②⑤3月1日③④2月27日
【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692 

●毎月１点検運動 
県では、防災意識の向上と防災力強化を目的と
した毎月1点検運動を実施しています。
2月のテーマは「備蓄」です。災害時に水や電気
が供給されず、食料や燃料なども手に入らないこ

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

県庁だより

募集しています

催  し

お知らせ

西川寧「黙然而笑（もくぜんじしょう）」
東京国立博物館所蔵

「Image：TNM Image Archives」 

地
域
で
輝
く
ア
ク
ティ
ブ
シ
ニ
ア

こ
れ
か
ら
始
ま
る

豊
か
な
人
生
に
向
け
て

目
標
が
あ
る
か
ら

元
気
で
い
ら
れ
る

　

森
本
さ
ん
が
ラ
グ
ビ
ー
を

始
め
た
の
は
高
校
１
年
生
の

時
。
71
歳
と
な
っ
た
今
も
、

県
内
唯
一
の
シ
ニ
ア
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
「
徳
島
友
惑
ラ

グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
と

し
て
、
仲
間
と
共
に
プ
レ
ー

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
昨
年
、
ク
ラ
ブ
は
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で

は
１
０
０
名
を
超
え
る
方
が

所
属
し
、
吉
野
川
の
グ
ラ
ウ

外
国
人
の
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

　

現
在
、
徳
島
に
は
約
８0
カ

国
・
５
６
０
０
人
の
外
国
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。「
国

際
交
流
懇
話
会
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ａ
」
で
は
、
外
国
人
向
け
の

生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作

や
日
本
料
理
教
室
の
開
催
な

ど
、
多
文
化
共
生
へ
の
取

り
組
み
を
３0
年
以
上
に
わ

た
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
私
も
海
外
で
暮
ら
し
て

い
た
経
験
が
あ
り
、
た
く
さ

ン
ド
で
毎
週

汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
大

阪
や
名
古
屋

の
チ
ー
ム
と

毎
年
の
よ
う

に
交
流
戦
を

行
っ
て
い
る

の
で
、
練
習

に
も
自
然
と

熱
が
入
る
ん

で
す
」

　

同
ク
ラ
ブ

に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
が

あ
れ
ば
誰
で
も
入
会
す
る
こ

と
が
可
能
。
還
暦
を
過
ぎ
て

か
ら
入
会
す
る
人
も
い
る
な

ど
、
40
代
か
ら
80
代
ま
で
の

幅
広
い
世
代
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
と
の

交
流
を
楽
し
み
に

　

今
年
９
月
に
は
、
ア
ジ
ア

初
と
な
る
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」
が

日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
同

大
会
に
５
大
会
連
続
で
出
場

し
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表

が
鳴
門
市
で
事
前
チ
ー
ム

キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
が
決

ん
の
方
に
生
活
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
恩

を
少
し
で
も
お
返
し
し
た
い

と
思
っ
た
の
が
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
す

山
田
さ
ん
は
、
同
会
の
創
立

メ
ン
バ
ー
の
一
人
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
な
っ
た
現

在
で
も
、
主
要
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
を
力
強
く
牽
引
し

て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の

出
会
い
や
交
流
を

新
た
な
活
力
に
変
え
て

　

県
で
は
徳
島
県

国
際
交
流
協
会
と

連
携
し
、
日
本
語

教
室
を
実
施
。
ま

た
、
日
本
語
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
開
催
を

通
じ
て
、
外
国
人

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
裾
野
を
広
げ

て
い
ま
す
。

  

「
特
別
な
知
識
や

語
学
力
が
な
く
て

も
、
外
国
の
方
に

寄
り
添
う
気
持
ち

が
あ
れ
ば
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き

定
し
て
お
り
、
同
ク
ラ
ブ

で
も
大
会
告
知
や
機
運
醸

成
に
向
け
た
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
強
豪
国
の
ジ
ョ
ー
ジ

ア
代
表
に
来
て
い
た
だ
け

る
の
は
、
本
当
に
名
誉
な

こ
と
。
私
た
ち
も
県
民
の

代
表
と
し
て
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
森
本
さ
ん
の

目
標
は
、
80
代
の
シ
ニ
ア

選
手
が
着
用
す
る
〝
紫
パ

ン
ツ
〟
で
ゲ
ー
ム
に
参
加

す
る
こ
と
。
強
い
絆
で
結

ば
れ
た
仲
間
と
共
に
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
走
り

続
け
ま
す
。

ま
す
。時
間
に
余
裕
が
あ
り
、

人
生
経
験
も
豊
富
な
シ
ニ
ア

世
代
に
こ
そ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
。
活
動
を
通

じ
て
生
ま
れ
る
出
会
い
や
交

流
が
、
人
生
を
も
っ
と
豊
か

に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
」

　

徳
島
と
国
際
社
会
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
今
日
も

元
気
に
活
動
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
た
ち
。こ
こ
に
も
、

仕
事
や
子
育
て
を
終
え
た
世

代
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

徳
島
県
版

 「
介
護
助
手
」の

モ
デ
ル
事
業
に
応
募

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
伴
い
、県
内
で
は
２
０
２
５

年
に
約
１
４
０
０
人
の
介
護

人
材
が
不
足
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

中
、県
で
は
、介
護
現
場
で
の

仕
事
の
切
り
分
け
を
進
め
、

元
気
な
シ
ニ
ア
に
周
辺
業
務

を
担
っ
て
も
ら
う
「
介
護
助

手
」の
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
。

介
護
現
場
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
が
い

き
い
き
と
活
躍
で
き
る
場
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
友
人
の
勧
め
も
あ
り
、

介
護
助
手
の
仕
事
に
応
募

し
ま
し
た
。
採
用
の
通
知

を
い
た
だ
い
た
時
は
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
話
す
の
は
、
徳
島
市
の

美
馬
さ
ん
76
歳
。
50
年
近

く
続
け
て
き
た
自
営
業
に

区
切
り
を
つ
け
、
新
た
な

職
業
と
し
て
選
ん
だ
の
が

ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
介

護
助
手
の
仕
事
で
し
た
。

仕
事
が
も
た
ら
し
た

生
き
が
い
と
健
康

　

美
馬
さ
ん
が
勤
め
る
の

は
、
徳
島
市
内
の
介
護
老
人

保
健
施
設
。
す
で
に
３
カ
月

の
研
修
期
間
を
終
え
、
部
屋

の
掃
除
や
食
事
の
片
付
け
、

シ
ー
ツ
交
換
な
ど
の
介
護
周

辺
業
務
を
１
日
４
時
間
×
週

５
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
と
早
く
こ
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
思
う
ほ
ど
毎
日
が
楽
し

い
。
収
入
を
得
な
が
ら
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
が
で

き
る
こ
と
の
幸
せ
を
噛
み
し

め
て
い
ま
す
」

　

施
設
ス
タ
ッ
フ
の
勧
め
も

あ
り
、
利
用
者
の
方
々
の
前

で
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
演
奏
を

披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
。
昭
和
の
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
を

響
か
せ
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
利
用

者
を
笑
顔
に
し
て

い
ま
す
。

　
「
で
き
る
だ
け

長
く
、
こ
の
仕
事

を
続
け
ら
れ
れ

ば
」
と
美
馬
さ

ん
。
豊
富
な
人
生

経
験
を
持
つ
新
米

ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
故
郷
の
介
護

現
場
を
支
え
続
け

ま
す
。

●国際理解のためのイベントをサポートしています。

●日本語教室では日本文化体験も実施。

●若いスタッフに囲まれながら、いきいきと仕事に取り組んでいます。

●シーツ交換や部屋の掃除など介護の現場をサポート。
●ラグビーの普及にも熱心に取り組んでいます。

仕
事
や
趣
味
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、第
２
の
人
生
に
お
い
て

意
欲
的
な
活
動
を
続
け
る
３
名
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

経
験
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
た
ち
が
お
持
ち
の
技
術
や

情
熱
は
、少
子
高
齢
化
が
進
む
徳
島
の「
地
方
創
生
」を
牽
引

す
る
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

80
歳
で
の
プ
レ
ー
を
目
指
し
て

仲
間
と
ボ
ー
ル
を
追
い
続
け
た
い

徳
島
友
惑
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ 

会
長　

森も
り
も
と本 

誠せ
い
じ治

さ
ん

本
当
に
幸
せ
な〝
働
き
方
〟を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

介
護
老
人
保
健
施
設 

す
だ
ち
の
園 

介
護
助
手　

美み

ま馬 

弘ひ
ろ
よ
し良

さ
ん

経
験
を
重
ね
た
シ
ニ
ア
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
り
ま
す

国
際
交
流
懇
話
会
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ 

代
表　

山や
ま
だ田 

多た

か

こ
佳
子
さ
ん

●長寿いきがい課 ☎088-621-2173  FAX088-621-2840  ●国際課 ☎088-621-2028  FAX088-621-2851

●県民スポーツ課 ☎088-621-2727  FAX088-621-2819

●県が創設したシニア向けの
　「新しい働き方」
●「未経験」「無資格」「短時間」
　でもできるお仕事
　（例：1日4時間×週4日など）
●掃除やシーツ交換、話し相手など
　体への負担が少ないお仕事
●これまで県内29施設、94名が
　モデル的に就労

徳島県版「介護助手」って？

【問】徳島県社会福祉協議会
☎088-654-4461 FAX088-656-1173 詳しくは

問合先

Active
Senior

外国人の皆さんが、国籍に
関係なくいきいきと暮らせ
るよう、ボランティアとして
サポートし、地域から国際
理解・多文化共生を進めて
いきませんか？日本語教室、
観光客対応など、活躍の
場はさまざま。語学に自信
がない方でも大丈夫です。

とくしま外国人支援
ボランティア募集中

【問】（公財）徳島県国際交流協会
☎088-656-3303 FAX088-652-0616 詳しくは

●シニアたちの元気な声が練習場に響き渡ります。


